
■1974年広島県呉市生まれ。安田女子高校卒業
■1998年成安造形大学情報デザイン学部卒業
■1999年設計デザイン事務所(株)SDで、「愛・地球
博」の国際連合パビリオン、企業歴史館、展示施設など
担当■2013 ～ 2017年　コープこうべ高齢者等自立
支援「くらしの助け合いの会」で活動
■2018 年　世田谷区社会福祉事業団
ホームヘルプサービスで活動■2019年
23区南生活クラブ生協理事■2021年
～NPO法人ACT世田谷たすけあいワー
カーズゆりの木で訪問介護に従事
●家族：夫・娘、柴犬・金魚
●上用賀在住
●PTAバレーボール部在籍

　日本では、2006 年
にバリアフリー法が施
行されて以来、公園に
も多機能のトイレなど
の整備がされてきまし
たが、子どものための
遊び場は、ほぼ手付か
ず状態です。
　欧米では、すでにど
んな子どもでも遊べる
ユニバーサルデザイン
の公園づくりが進んで
います。そこで、2020
年 3月、都立砧公園に
ユニバーサルデザインを取り入れたインクルーシブ
公園「みんなのひろば」がオープンしました。
　ここは、障がいがある子もない子もすべての子ど
もたちが、共に遊び楽しむことのできる遊具が整備
されています。
　大河原まさこ衆議院議員と訪れた日は、多くの子
どもや大人が楽しそうに公園で過ごしていました。
心のバリアをも超えて誰もが歓迎される公園は、お
互いに尊重し支え合う社会の形成につながるのでは
ないかと思います。
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●世田谷・生活者ネットワーク政策委員　関口江利子の活動を紹介します。●あなたの声をお聞かせください。
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　オミクロン株による新型コロナウイルス感染拡大に歯止めが
かからない中、無料検査の拡充や医療体制の充実が切に急がれ
ています。コロナ・パンデミックから２年、私たちは多くの制約
の中で暮らしを営んでおり、特に子ども・若者、女性やシング
ルマザー、障がい者など、社会的に弱い立場にある人たちへの
影響はかつてなく深刻です。
　昨年秋の衆議院議員選挙に立候補した大河原まさこさん（元
東京・生活者ネットワーク都議：世田谷区選出）は、選挙の半
年前に脳出血で倒れ、左半身に麻痺が残る後遺症に見舞われま
した。中途障がい者になったからこそ見えてきた課題があると立
候補を決意し、車いすで選挙を戦い当選。ところが衆議院はバ
リアフリーとは程遠く、移動や着席するにも困難があります。
　生活者ネットワークは遡る1996年、「東京をバリアフリーのま
ちに」を掲げ、以来、社会に内在するすべての障壁をなくすこと
を問い活動してきました。2006年、ようやくバリアフリー法が施
行されましたが、私たちのまちは現在、障がい者が普通に生活で
きる環境にあるでしょうか。改めて、おおぜいの市民と一緒に調
査活動を始めることにしました。関口江利子は、2015年国連総
会で採択された2030アジェンダ「SDGs：持続可能な17の開発
目標」に照らし、生活者ネットワークがめざしてきた誰ひとり取
り残さない、孤立させない、障壁のない暮らしのまちを実現する
ための提案を世田谷区、東京都、国に働きかけていきます。

すべての障壁をなくす！
バリアフリーのまち世田谷へ

ユニバーサルデザインを取り入れた
都立砧公園「みんなのひろば」
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　国立成育医療センターの敷地に、「世田谷区医療
的ケア相談支援センター「ひなた」」があります。
「ひなた」は、医療的ケアを必要とする子どもや家
族の困り事や心配なことを相談できる場所として、
2021年 8月に開所しました。
　昨年、医療的ケア児支援法が成立し、人工呼吸
器を装着している児童や日常生活を営むために医
療を要する状態にある児童や家族への支援を進め
ていくために、自治体も支援体制の整備が求めら
れています。
　世田谷区では、医療的ケア相談センターを設置
し、さまざまな相談への対応を行うとともに、在
宅生活を支える計画や災害時個別の支援計画など
の作成も行っています。今後は、保育園や学校へ
通うお子さんを支援するためにも保健、医療、福祉、
教育等の連携を一層推進していく必要があります。

医療的ケア児への支援を進める！
世田谷区が設置した
相談センターを訪問しました
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介護する人を支えるケアラー支援条例をつくる！
ヤングケアラー・ダブルケア・老々介護が深刻化

▲未来を変えていく、社会を変えていく、そのための取り組み「性暴力を許さないフラワーデモ」
が毎月11日の日、全国各地で展開されている。誰もが生きやすい社会をめざしてジェンダー平
等を問い続けてきた生活者ネットワークは、全国の動きに呼応し、「フラワー遊説」を実施。三軒
茶屋駅で訴える生活者ネットワーク政策委員の関口江利子

世田谷区医療的ケア
相談センター「ひなた」
の前で

▲緊急気候マーチの都庁前スタンディング
でアピールする関口江利子。2021年 4月

世田谷・生活者ネットワーク
〈ゆうちょ銀行〉　記号）00110-1-765709

店名）019　普）0765709

「東京都世帯数の予測」2019 年 年 3 月から
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政策委員
関口江利子
●みなさまからのカンパを募っています。

生活者ネットワーク3つのルール
❶議員は交代制（ローテーション）
❷議員報酬は市民の政治活動資金に
❸選挙はカンパとボランティアで


